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【目的】2009年 4月にメキシコやアメリカで発生し
た新型インフルエンザの流行により，2007年から実
施していた季節性インフルエンザウイルス RT-PCR
検査（H1, H3, H5）に加え，ブタインフルエンザ由来
のインフルエンザ A（パンデミック H1N1 2009）の
測定を 2009年 4月から開始した．2009年 4月 1日か
ら 2010年 3月 31日の間，新型インフルエンザウイ
ルス抗原の検出および遺伝子診断状況を集計したの
で報告する．
【対象・方法】本院臨床検査部にインフルエンザウ
イルス迅速抗原検査（イムノクロマト法：IC法）の
依頼された 5,927件，5,061名（男性 2,746名，女性
2,315名）を対象とした．新型インフルエンザウイル
ス遺伝子検査（PCR法）は，IC法測定済みのスワブ
抽出液から RNAを抽出し，RT-PCR法にてパンデミ
ック H1N1 2009およびタミフル耐性遺伝子を検出し
た．また，タミフル耐性遺伝子は，ABI PRISM 3100
で塩基配列を解析した．
【結果およびまとめ】イムノクロマト法（IC法）は，
5,927件中 1,015件 A型陽性，陽性者の男女比は，
539/440であった．また，小児科の IC法は 2,341件
中 681件 A型陽性，14歳以下の男女比は 371/274で
あった．IC法は，RT-PCR法と比較し感度 0.978，特
異度 0.958であった．本院で初めて 2009年 7月 18
日，新型インフルエンザウイルス（パンデミック
H1N1 2009）が検出され，検査の依頼と陽性のピーク
は，2009年 11月であった．さらに 2010年 3月 15日
に季節性インフルエンザウイルス （香港型 H3）が検
出された以降，パンデミック H1N1 2009は，検出さ
れなかった．タミフル耐性遺伝子は，2例が検出され
た．また小児において，新型インフルエンザウイル
ス（パンデミック H1N1 2009）が陽性で 1例の死亡
があった．
【結語】IC法測定済みの抽出液を用いて，RT-PCR
法により新型インフルエンザウイルスを効率的に検
出可能となった．また，検体の採取方法・時期によ
り IC法が検出されないことがあるため，臨床症状と
合わせて判断が必要である．
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【目的】本邦において，ハチ刺傷による死亡者
数は年間 20～30人と報告されている．特にハチ
の生活環境で活動することの多い林業従事者
では，毎年ハチ刺傷における事故が多く報告さ
れている．今回我々は，林業従事者を中心とし
たハチアレルギー体質者の選出と，アドレナリ
ン自己注射製剤（Epipen®）の配布および使用状
況を把握するために，大規模な疫学調査を行っ
た．
【方法】2009年 7月から 4ヶ月間で，栃木県
とその近隣県の森林組合および電気設備業職
員 1,718名を対象に，ハチ刺傷に関するアンケ
ート調査と採血を行い，血清ハチ（スズメバチ
およびアシナガバチ）特異的 IgE抗体を RAST
法で測定した．またハチ刺傷における全身反応
を経験し，R AST陽性者 300名と，刺傷歴がな
く RAST陰性者 30名（対照）に対し，血清ス
ズメバチ特異的 IgG4を ELISA法で解析した．
【結果】ハチ刺傷歴は林業従事者で 92％，電
気設備業者で 83％，コントロール群（事務職員）
で 81％に認められた．そして，各職種における
全身反応経験者はそれぞれ 23％，17.4％，13.2
％だった．また，スズメバチ RAST陽性者は，
それぞれ 42％，30.5％，15.1％で，総 IgE値も
林業従事者で有意（p＜0.05）に高値であった．
更に，ハチ刺傷回数とスズメバチ特異的 IgG4は
有意（p＜0.05）に相関した．Epipen®はハチ刺
傷経験者の 11％に処方され，使用率はわずか
0.4％であった．
【結論】林業従事者はハチ刺傷を経験する機会
が多く，このため全身反応を起こす危険性が非
常に高く，ハチアレルギー体質者も他の職種と
比較し多く認められた．しかし Epipen®の処
方・使用状況は不十分であり，各組合・企業と
アレルギー体質者への啓蒙，介入が必要と考え
られた．今回，遮断抗体として考えられている
特異的 IgG4は，ハチ刺傷回数の増加に伴い高
値を示したが，IgG4値と重症度の相関につい
て，更なる検討が必要であると考えられた．
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